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2020 年 11 月 4 日 
Cato Networks 株式会社            
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サ シ ー

プラットフォームのリーディングベンダー、Cato
ケ イ ト

ENetworksE 
ネ ッ ト ワ ー ク ス

 
日本法人を設立し、国内市場への攻勢を加速     

拡大するクラウドサービス需要に対応し、マーケティングとチャネル開拓を強化 
PoP 接続拠点を東京・大阪の 2 ヵ所体制に         
SD-WAN とネットワークセキュリティを 

クラウドネイティブなアーキテクチャーによって統合する 
世界で最初に提供を開始した SASE プラットフォーム    

 
世界で最初に SASE（Secure Access Service Edge。サシー）プラットフォームの提供を開始したイスラ

エル本拠の Cato Networks（ケイトネットワークス、本社：テルアビブ、共同創業者兼 CEO：シュロモ・ク
レイマー）は本日 11 月 4 日、アジア太平洋地域における重要市場である日本での事業体制を刷新し、国内市
場への展開を加速することにより、クラウドサービス需要の拡大に対応していく戦略を発表しました。 

 
Cato Networks は、独自に構築したバックボーンに PoP（Point of Presence）接続拠点を配し、SD-WAN

と、モバイルアクセス環境、ネットワークセキュリティをクラウドネイティブに統合し、接続を一元化した
インフラプラットフォームを提供する先進のソリューション「Cato Cloud」（ケイトクラウド）をグローバル
で展開しています。 

 
Cato Cloud プラットフォームの設計コンセプトは、Cato Networks 設立 4 年後の 2019 年に Gartner（ガ

ートナー）社が定義し、これからのネットワークとネットワークセキュリティのあり方として提唱する SASE
の概念そのものです。製品要件も一致、SASE カテゴリーにおけるサンプルベンダーとして最初に指名され、
2020 年も 2 年連続でリストされています。 

 
ガートナー社の提言以降、SASE が世界で注目を集めているのは、現在市場にある広範なネットワーク製

品、セキュリティ製品の多くがいずれ SASE に集約される可能性があると理解されたためです。国内でも幅
広い企業が関心を寄せており、Cato Networks も多くの照会を受けています。これには Cato Cloud が、ガー
トナー社が定義する数年前から先行して提供されてきた SASE プラットフォームであることや、共同創業メ
ンバーがいずれもネットワークセキュリティの未来を先見し、その革新を担ってきた優れたリーダーである
ことも含まれています。ですがまだ認知が高いとは言えません。 

 
この機にあたり、モバイルを含めたクラウド環境でのセキュアな接続を求める国内の幅広い企業顧客層に

向けて情報メッセージを届けるため、Cato Networks は 2020 年に事業体制を刷新し、ソリューションの高
次化、マーケティング活動の拡大やチャネル開拓の強化を推進していきます。各施策は以下の通り 

 
●1 国内での需要の伸びに対応、ソリューションサービスの高次化として、グローバルで 60 ヵ所（2020
年 10 月末現在）配置されている PoP 拠点を、これまでの東京に加え本年 8 月に新たに大阪にも設置し国内
2 拠点体制としました。大阪 PoP の稼働開始により西日本地域のユーザー企業および各拠点の利便性が大き
く向上しています。 

●2 同じく、現下の社会状況に対応し、リモートワーク環境に向けてエンドポイントでのクライアント認証
などクライアントユーザーの利便性向上となる機能を拡充し、年末から実装提供を予定。 
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●3 国内法人、Cato Networks 株式会社を設立。事業活動の基礎を固め、商取引を可能にして、事業継続性
と企業ブランド信頼性を高めていきます。10 月 1 日付けで登記を完了。 

●4 新たにカントリーマネージャー職を設定。外資系ネットワーク企業大手や、海外ソフトウェア企業の日
本におけるビジネス立ち上げで、セールス、事業開発、パートナー戦略など豊富な経験と経営実績をもつ田
島弘介を任命し、本年 4 月に就任。また 2021 年初頭にかけて、セールス職、プリセールスエンジア職など、
人員増強の予定です。 

●5 国内販売網としては 2017 年 7 月よりマクニカネットワークス株式会社がディストリビューターとして
Cato Cloudの普及に向けたマーケティング活動や販売パートナーの支援活動に精力的に取り組んできていま
す。今般、チャネル開拓を強化するため、新たに株式会社フーバーブレインとも契約を締結し、ディストリ
ビューター2 社体制でソリューションの供給を遂行していきます。 

フーバーブレイン社では SMB 市場の開拓も進めます。大手企業が中心のマクニカネットワークス社の販
売網に加え、SMB 市場を加えることにより、広範な企業層の需要に応えていきます。 

リセラーパートナーでは、株式会社 IIJ グローバルソリューションズ、NRI セキュアテクノロジーズ株式会
社、株式会社日立ソリューションズのコア 3 社とは一層緊密な連携を取っていく方針です。また国内有力 SIer
各社とも案件での協働が始まっており、関係を深化させていきます。 

 
国内外に多くの拠点を持つ企業には、高価な MPLS を撤廃してネットワークとネットワークセキュリティ

を統合管理したいという需要が高く、Cato Networks の SASE プラットフォームはこれに応えていきます。
またリモートワークが浸透・定着していく中、リモートアクセスに格段の強みを持つ Cato Cloud はワークス
タイルの進化を支えるソリューションとして機能していきます。 

 
 

■Cato Networks の SASE プラットフォーム「Cato Cloud」 

Cato Networks は、Tier1 通信プロバイダーによりフルメッシュにデザインされ SLA 保証された世界
規模のプライベートバックボーンを構築し運用しています。このバックボーンの PoP に、顧客の拠点やモ
バイルユーザー端末を接続することで、ネットワークとネットワークセキュリティをクラウドネイティブに
統合したサービスを提供します。 

 

 
 

●Cato Cloud 
Cato Cloud は、ネットワークを接続、保護、および管理するための統合プラットフォームです。拠点、ク

ラウドリソース、ユーザーの全体に Cato を段階的に導入して、レガシーネットワークサービスとセキュリテ
ィポイントソリューションのリプレイスや、拡張が可能になります。 
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●グローバルプライベートバックボーン 
Cato Cloud は、60 箇所以上(2020 年 10 月末時点)の PoP 接続拠点で構成されているグローバルプ

ライベートバックボーンで稼働しており、SLA 保証付きの複数ネットワークプロバイダーを介して接
続しています。PoP ソフトウェアは、プロバイダーの遅延、パケット損失、およびジッターを継続的
に監視して、すべてのパケットに最適なルートをリアルタイムで決定します。 

Cato のバックボーンは、WAN およびクラウドのトラフィックの End-to -End ルート最適化を図り、
サービスのアップタイムを最大化する自己修復アーキテクチャーをベースとして設計されています。 
そして、予測不能なパブリックインターネットよりも優れた接続性を、グローバル MPLS などのレ
ガシーバックボーンよりも低コストで、お客様に提供いたします。 

●エッジ SD-WAN 
Cato Socket SD-WAN デバイスは、物理的に最も近い Cato PoP に接続します。ユーザーは、光回線、メ

タル、xDSL、4G / LTE 接続の任意の組み合わせを選択可能。アクティブ-アクティブリンクの使用、アプリ
ケーションおよびユーザー対応の QoS 優先順位づけなど、さまざまなトラフィック管理機能を適用します。
MPLS およびインターネットを介してサイト間トラフィックをルーティングし、地域およびアプリケーショ
ン固有の要件に対応します。 

●サービスとしてのセキュリティ 
すべての WAN およびインターネットトラフィックを検査します。セキュリティレイヤーには、アプリケ

ーション対応の次世代 FWaaS、URL フィルタリングを備えたセキュア Web ゲートウェイ（SWG）、次世代
のマルウェア対策（NGAV）、マネージド IPS サービス、および包括的なマネージド脅威検出および応答（MDR）
サービスが含まれます。ユーザー作業を経ずに、すべてのトラフィックを復号化し、検査するよう拡張可能。
セキュリティポリシーとイベントは、Cato 管理アプリケーションを使用して管理されます。 

●クラウドデータセンターの統合 
セキュア IPSec トンネルを使い、Amazon AWS、Microsoft Azure、Google Cloud などの主要なクラウド

プロバイダーと統合します。Cato は、グローバルバックボーンを使用して、トラフィックを最適にルーティ
ングすることにより、プレミアムクラウド接続の必要はありません。エージェントレスで統合し、数分で接
続できます。すべてのトラフィックが完全なセキュリティ検査の対象となります。 

●クラウドアプリケーションアクセラレーション 
Office 365、UCaaS、Cloud ERP などのパブリッククラウドアプリケーショントラフィックを、最適にル

ーティングします。エンドツーエンドのスループットを最大 20 倍にアクセラレートし、帯域幅を大量に消費
する操作のアプリケーションパフォーマンスを向上させます。すべてのトラフィックとファイルは、悪意の
あるファイルや攻撃からエンドユーザーを保護するために、完全に検査されます。 

●安全なリモートアクセス 
ラップトップ、タブレット、スマートフォンでリモートユーザーを保護するためのあらゆるネットワーク

およびセキュリティ機能を提供します。ユーザーは専用ツールを使用して最も近い Cato-PoP に接続。リモ
ートユーザーのトラフィックは、Cato バックボーンを介してオンプレミスまたはクラウドアプリケーション
に最適にルーティングされます。リモートユーザーのトラフィックは Cato のセキュリティスタックによって
完全に検査され、あらゆる場所のユーザーにエンタープライズクラスの保護を保証します。 

●Cato 管理アプリケーション 
サービス全体を制御するためのクラウドベースのセルフサービス管理アプリケーションを提供。これには、

完全なネットワークとセキュリティポリシーの構成、およびネットワークトラフィックとセキュリティイベ
ントに関する詳細な分析が含まれます。必要に応じて、マネージドサービスオプションの提供が可能。いず
れの場合も基盤となるプラットフォームは Cato が維持しているため、ユーザーは Cato Cloud をアップグレ
ード、パッチ適用、またはその他の方法で維持する必要はありません。 

以上 
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【ガートナー社が提唱する SASE】（発音：sassy） 
Secure Access Service Edge（SASE）は、ガートナー社「Hype Cycle for Enterprise Networking, 2019」

において、黎明期の新カテゴリーとして登場。広域ネットワークとネットワークセキュリティの次の進化と
して提案されており、クラウドへの移行にあたり、ネットワークセキュリティを実質的に WAN サービスと
統合し、そのエッジで適用される包括的なサービスへと移行すべきとする新しいアーキテクチャーです。 

これは複数のカテゴリーと機能を単一のクラウドサービスに統合したものであり、「The Future of 
Network Security Is in the Cloud」において SASE は、ユーザー、IoT／エッジ、企業拠点の複数ネットワー
クの包括的な WAN 機能（SD-WAN）を統合するものと定義づけています。SASE アーキテクチャーでは、
SASE に接続しているユーザーに基づいてサービスが付与され（アイデンティティ主導）、クラウド向けに構
築され（クラウドネイティブ）、物理、モバイル、クラウドのすべてのエッジをサポートし、エッジ近くに配
置された多数の PoP を介して提供する必要がある（グローバル）、と定義されています。 

SASE の世界観は、将来サービスベンダーが単一または少数に集約されることに繋がります。同社アナリ
ストは「SASE アーキテクチャーへの移行により、既存のセキュリティおよびネットワーキングビジネスモ
デルは、陳腐化する」と述べています。 
 
【Cato Networks（ケイトネットワークス）について】 
 Cato Networks は 2015 年にイスラエルで設立。後にガートナー社がこれからのネットワークとセキュリ
ティのあるべき姿として提唱することになる SASE（Secure Access Service Edge）プラットフォームを、
先行して、統合クラウドネイティブアーキテクチャとして設計から自社で構築し、展開してきました。グロ
ーバルで Tier1 プロバイダーによりフルメッシュにデザインされ SLA 保証された独自のバックボーンを構築
し、この上で、SD-WAN とモバイルアクセス環境、ネットワークセキュリティをクラウドネイティブに統合
し、一元化したサービスとして提供する「Cato Cloud」プラットフォームを展開しています。MPLS から
SD-WAN への移行を容易にし、オンプレミスおよびクラウドアプリケーションへの接続を最適化して、どこ
からでも安全なブランチインターネットアクセスを可能にし、クラウドデータセンターとモバイルユーザー
をゼロトラストアーキテクチャに基づくネットワーク上にシームレスに統合します。 

2020 年 10 月末現在、世界 60 か所に PoP 拠点を設置配備。100 以上の国と地域で、エンタープライズ顧
客企業約 650 社の 7.000 拠点以上で、200,000 を超えるモバイルユーザー接続のインフラをオールインワン
のサービスで運営管理しています。 

ガートナー社が SASE を発表した 2019 年、SASE で最初のサンプルベンダーとして指名され、2020 年に
も 2 年連続でリストされています。2020 年 4 月、コロナ禍中に実施した資金調達ラウンドではこれまでで最
大の 7,700 万米ドルの投資を確保し、総資金調達額は 2 億米ドル超となっています。 
https://www.catonetworks.com/jp/ 
 
＜創業者について＞ 
・Shlomo Kramer（シュロモ・クレイマー）共同創業者兼 CEO 

ネットワークセキュリティ業界の第一人者。世界初商用ファイアウォール（Firewall-1）を開発し Check 
Point 社を共同して創業。その後 WAF の革新者 Imperva を共同して設立。その他、Palo Alto 社、Trusteer
社、等々多数のサイバーセキュリティ企業の初期資金支援を行う。2008 年に SC Magazine で CEO of the Year
に選出。2006 年に Network World から「ネットワーク業界を変えた 20 人の著名人」の一人に選出、2013
年 4 月に InfoSec 殿堂入りを果たす。 

・Gur Shatz（グル・シャッツ）共同創業者兼プレジデント COO 
グローバルスケールのネットワーキングとセキュリティインフラストラクチャーの第一人者。Imperva 

Secure Sphere Web およびデータセキュリティプラットフォームを構築し、後にグローバルなクラウド型
DDoS 防御サービスを提供する Incapsula 社を設立。 

＜国内法人＞ 
商号：Cato Networks 株式会社／所在地：東京都港区赤坂 2 丁目／設立：2020 年 10 月 1 日／カントリーマ
ネージャー：田島弘介（たじまこうすけ） 

読者・お客様からのお問い合わせ先： 
Cato Networks 株式会社 

営業部 
japan.sales@catonetworks.com 

報道関係のお問い合わせ先： 
Cato Networks 広報事務局 
アルサープ内 河端・川口 

cato-pr@alsarpp.co.jp 


